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出港してから２週間が経ちました。今の気持ちは早く家に帰って、ゆっくり落ち

着きたいです。ようやく船に慣れてきました。漁ろう実習が始まり、初回の実習は、

何をすればいいのかわからず、指導教官や船員の方々に教えていただき理解するこ

とができました。漁ろう実習はとてもきついですが終わった後のシャワーは最高で

す。船内では集団行動、時間厳守など船内規則を守り、規則正しい生活を心がけて

います。 

実習生 K・S 

 

今日で、出港から 19 日が経ちました。操業も始まり回数を重ねる毎に、次第にき

つくなってきました。もうすぐハワイ寄港です。頑張ります。本音を言うと、早く

帰りたいです。早く帰って、家で食事をして、家の布団で寝たいです。 

実習生 O・E 

 

 長崎を出港して約３週間が過ぎ、船内生活にも慣れ、仲間と共にマグロ延縄を頑

張っています。マグロは想像していたよりも大きく、毎回大漁となっています。こ

の乗船実習で、自分を含めクラス 1 人 1 人が日々大きく成長しているのを実感でき、

とてもうれしいです。残りの日数もお互いに支えあいながら、共に乗り越えたいと

思います。そして、ハワイ寄港の際には、思いっきり羽を伸ばして、パンケーキや

ステーキなどを食べて、満喫したいと思います。 

実習生 S・K 

 

 乗船して２週間が経ちました。徐々に船内の生活にも慣れてきました。今は、操

業中で毎日が忙しく、とても大変です。漁ろう実習は、初めてすることばかりで、

何をすればいいのかわからず、戸惑いながらも指導教官や船員の方々に指導してい

ただきながら頑張っています。残り１ヶ月少々、しっかりと知識と技術を身につけ

て自分の将来に生かせるようにしたいです。 

実習生 S・G 

 

 昨日で半分、全生徒が２廻り目の漁ろう実習を終えました。次から次へと漁獲さ

れる初めてのマグロ類にとても驚き、興味津々で実習を行っていました。長時間の

作業実習ではさすがに疲労の色は隠せず、作業の終わりにはぐったりする生徒もい

ました。一生懸命頑張っている生徒の姿は頼もしいです。 

指導教官 


